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たまきの元気人

手
話
っ
ち
お
花
見
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

４
月
８
日
㈯
、今
年
度
最
初
の
「
手
話
っ

ち
カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
回
の
開
催
時
に
「
み
ん

な
で
お
花
見
を
し
よ
う
」
と
の
提
案
が
あ

り
、
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、
お

城
の
桜
の
花
は
満
開
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

雨
降
り
対
策
を
行
い
、
実
施
し
ま
し
た
。

前
半
の
手
話
し
り
と
り
で
は
、
簡
単
な

手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
、
ほ
か

の
人
に
伝
え
ま
す
。
表
現
の
発
想
に
笑
い

や
感
心
の
声
が
上
が
り
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

後
半
は
、
お
花
見
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、

会
話
の
中
で
の
手
話
に
触
れ
、
最
後
は
、

お
城
の
桜
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。

次
回
は
５
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
、

玉
城
町
保
健
福
祉
会
館
で
行
い
、
参
加
費

２
０
０
円
（
18
歳
以
下
１
０
０
円
）
で
、

小
学
４
年
生
以
上
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

「
手
話
に
触
れ
て
み
た
い
」「
手
話
に
興

味
が
あ
る
」
方
は
、
ど
う
ぞ
一
度
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

堅
苦
し
い
学
び
の
場
で
な
く
、
参
加
者

同
士
の
会
話
の
中
で
、
手
話
を
体
験
し
、

日
頃
の
障
が
い
者
の
生
活
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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本
年
度
か
ら
社
会
福
祉
法
人
制
度
の

改
革
が
進
み
、
役
員
の
重
責
や
法
人
と

し
て
地
域
で
の
貢
献
を
徹
底
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、社
会
福
祉
法
人
は
公
益
性・

非
営
利
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
益
々

住
民
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
役
割
の
中
核
に

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
躍
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
国
は
「
ニ
ッ
ポ
ン

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
で
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
を
掲
げ
、
そ
れ
は
「
支

え
手
」「
受
け
手
」
側
に
分
か
れ
る
の

で
は
な
く
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が

役
割
を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
自

分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

本
会
に
お
い
て
は
、
制
度
で
は
で
き

な
い
よ
う
な
身
近
な
生
活
課
題
を
ち
ょ

こ
っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
解
決
で

き
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、

支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
づ
く

り
は
、
中
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
地
域
ふ

く
し
力
向
上
計
画
を
推
し
進
め
「
た
ま

き
人
」
の
支
え
合
う
気
持
ち
を
育
み
、

輪
を
広
げ
、
従
来
に
も
増
し
て
地
域
で

み
ん
な
が
お
互
い
に
支
え
合
い
、
集
う

こ
と
の
で
き
る
場
作
り
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

１
．法
人
運
営

①
法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す

②
会
員
制
度
の
推
進
並
び
に
増
強
を
図

り
ま
す

③
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
を

周
知
し
、
福
祉
活
動
へ
の
町
民
参
加

を
促
進
す
る
広
報
活
動
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

④
役
員
・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
研

修
に
取
り
組
み
ま
す

⑤
各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強

化
を
図
り
ま
す

２
．地
域
福
祉
事
業
の
推
進

①
老
人
福
祉
活
動
事
業

　
身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す

・
サ
ロ
ン
事
業
（
高
齢
者
サ
ロ
ン
）

の
支
援
と
推
進

・
安
否
確
認
（
ほ
の
ぼ
の
便
、
歳
末

援
護
事
業
（
ま
ご
こ
ろ
弁
当
））

・
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
安
心
配
達
事
業

の
実
施

・
楽
笑
会
の
開
催

・
ち
ょ
こ
っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
充
実

②
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

　
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
地
域
福
祉
事
業
を
強
化

し
ま
す

・
元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
の
運
営

・
地
域
ふ
く
し
力
向
上
計
画
の
実
施

・
あ
い
さ
つ
強
化
運
動

・
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催

・
福
祉
協
力
員
の
設
置
、
活
動
の
支

援
・
車
い
す
の
貸
出
事
業
の
実
施

・
集
い
の
場
創
生
事
業
（
婚
カ
ツ
事

業
含
む
）
の
実
施

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育

を
推
進
し
ま
す

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
登
録

者
の
拡
充
と
活
動
を
支
援
し
ま
す

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
の

充
実

・
地
域
を
支
え
る
勉
強
会

〇
町
内
の
全
学
校
を
福
祉
協
力
校
に

指
定
し
、
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識

の
高
揚
と
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
促
進
を
図
り
ま
す

・
福
祉
体
験
教
室
の
開
催

・
福
祉
協
力
校
の
育
成
及
び
活
動
へ

の
助
成

④
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業

　
障
が
い
者
（
児
）
の
自
立
と
社
会
参

加
を
促
進
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
深

め
交
流
の
輪
を
広
め
ま
す

・
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル

・
た
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
手
話
っ
ち
カ
フ
ェ

３
．相
談・援
助
事
業
の
推
進

①
福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化
を
図

り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に

問
題
解
決
に
努
め
ま
す

②
生
活
福
祉
資
金
及
び
世
帯
更
生
資
金

の
有
効
活
用
を
図
り
、
低
所
得
者
世

帯
の
生
活
安
定
と
福
祉
向
上
に
努
め

ま
す

③
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る

方
に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
関
す
る
相
談・助
言
や
、
手
続
き・

支
払
い
等
の
援
助
を
行
い
ま
す

４
．受
託
事
業
の
運
営

①
高
齢
者
福
祉
、
青
少
年
の
育
成
、
そ

の
他
公
共
的
活
動
の
移
動
手
段
と
し

た
バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す

②
特
に
高
齢
者
の
外
出
支
援
の
た
め
の

バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
（
元
気
バ
ス

の
運
行
）

③
各
種
福
祉
団
体
事
業
の
運
営
を
行
い

ま
す

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
運
営

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
町
身
体
障

害
者
福
祉
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
、
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
町
遺

族
会
の
５
団
体

④
高
齢
者
等
安
全
対
策
事
業
の
実
施

・
免
許
証
返
納
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
立

案
、
推
進

平
成
29
年
度
　
社
会
福
祉
法
人
　
玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

事
業
方
針

事
業
実
施
項
目

５
．各
種
募
金
活
動
の
推
進

①
日
本
赤
十
字
社
募
金
の
積
極
的
協

力
、
地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に

努
め
ま
す

・
日
赤
募
金
（
５
月
）

②
共
同
募
金
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に
努
め

ま
す

・
共
同
募
金
委
員
会
の
運
営

・
共
同
募
金
（
10
月
）

・
歳
末
助
け
合
い
募
金
（
12
月
）

③
災
害
義
援
金
へ
の
協
力
・
活
動
を
行

い
ま
す

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
活
動

６
．在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充

実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
、
良
質
で
安
定
し

た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
ま
す

・
介
護
給
付 

・
予
防
給
付

②
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努

め
、
良
質
で
安
定
し
た
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す

・
生
活
介
護
事
業（
夢
工
房
た
ま
き
）

・
相
談
支
援
事
業
（
み
ら
い
）

・
居
宅
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

・
移
動
支
援
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）〈
地
域
活
動
支
援
町

単
独
事
業
〉

平成29年度 玉城町社会福祉協議会収支予算

前期繰越
86,270千円

23.2%

シルバー人材
センター
64.223千円 17.3%

収　入
371,185千円

支　出
371,185千円

介護保険収入
137,496千円

37.0%

町受託金
38,128千円

10.2%

町補助金 15,020千円 4.1%
障がい福祉収入 26,314千円 7.1%

県受託金 216千円 0.1%

共募配分金
1,418 千円 0.4%

会費 890千円 0.3%

シルバー
人材センター

63,516千円
17.1%

法人
40,501千円 

10.9%

介護保険事業
（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）

127,002 千円
34.2%

障がい福祉事業（生活介護・相談支援）
35,845千円 9.7%

福祉バス
10,124千円 2.7%

元気バス
20,188千円 5.4%

予備費
73,222千円

19.7%その他の
支出事業
80千円 0.1% 寄付金・事業収入・

その他
1,917千円 0.5%

③
安
全
安
心
な
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す

・
福
祉
有
償
運
送
事
業

７
．ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

①
地
域
住
民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
開
拓
性
、
創
造
性
、
即
応
性
を

も
っ
た
事
業
を
行
い
ま
す

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

運
営

たまき人マーク夢工房たまき　リサイクル活動の様子
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「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て　
～
ち
ょ
こ
ボ
ラ
～

　
今
年
度
の
事
業
方
針
で
も
、
掲
げ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、「
我
が
事
」
の
地

域
づ
く
り
と
し
て
、
既
存
の
取
り
組
み

で
あ
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
「
ち
ょ
こ
っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
は
、地
域
の
中
で
出
た「
困
っ
た
」「
助

け
て
」
の
声
に
小
学
校
区
単
位
を
お
お

よ
そ
の
活
動
範
囲
と
し
て
、
登
録
の
サ

ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
お
手
伝
い
す
る
支
え

合
い
の
仕
組
み
で
す
。

　
10
年
以
上
前
に
介
護
保
険
の
制
度
改

正
に
伴
い
、
始
ま
っ
た
も
の
で
、
高
齢

の
方
を
中
心
に
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
誰
が

困
っ
た
と
言
っ
て
も
手
を
差
し
伸
べ
ら

れ
る
体
制
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
一
人
で
み
ん
な
を
助
け

る
ス
ー
パ
ー
マ
ン
は
、
要
り
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
隣
の
人
の
荷
物
を
軽
く
し
て

く
れ
る
力
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
。
そ

れ
も
、
一
人
で
持
て
な
け
れ
ば
何
人
か

で
分
担
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
た
く
さ

ん
の
登
録
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
タ
ー

（
コ
ミ
サ
ポ
）が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
コ
ミ
サ
ポ
に
は
、
特
に
資
格
が
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則
年
齢
の

制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
宅
で
行
っ
て

い
る
こ
と
の
延
長
上
で
お
手
伝
い
い
た

だ
く
、
自
分
の
出
来
る
こ
と
で
お
手
伝

い
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
他
人
事
」
を
そ
れ
だ
け
で
終
わ
ら

せ
ず
「
我
が
事
」
と
し
て
同
じ
地
域
で

生
活
す
る
住
民
同
士
、
共
に
心
を
豊
か

に
お
互
い
の
こ
と
を
思
い
や
り
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
ち
ょ
こ
ボ
ラ
の
利
用
に
つ
い
て
】

①
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、「
利

用
者
さ
ん
登
録
申
込
書
」
を
記
入
い

た
だ
き
お
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。

②
利
用
さ
れ
る
方
の
対
象
と
し
て
、
玉

城
町
在
住
で
社
協
会
員
で
あ
る
こ
と

が
原
則
で
す
。

③
社
協
会
員
登
録
に
は
年
会
費
１
０
０

０
円
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
そ
の
活

動
に
対
し
て
料
金
が
発
生
い
た
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
「
利
用
券
」
を
ご

購
入
い
た
だ
き
ま
す
。

④
そ
の
後
、
希
望
内
容
の
確
認
、
サ
ポ

ー
タ
ー
の
調
整
な
ど
を
社
協
が
行
い

ま
す
。

⑤
サ
ポ
ー
タ
ー
が
決
ま
れ
ば
顔
合
わ
せ

を
行
い
、
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

活
動
終
了
後
、
チ
ケ
ッ
ト
を
活
動
者

に
渡
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
の
活
動

報
告
時
に
活
動
費
を
支
払
い
ま
す
。

　
料
金
は
、
事
前
に
お
聞
き
し
た
お
手

伝
い
す
る
内
容
に
合
わ
せ
て
、
事
務
局

に
お
い
て
料
金
の
設
定
を
い
た
し
ま
す
。

（
利
用
券
以
外
に
経
費
が
必
要
な
場
合

は
、
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　
３
月
８
日
に
、
現
在
登
録
い
た
だ
い

て
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
活
動
の
現
状
や
そ
れ
ぞ

れ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
か
ら
の
活
動
報

告
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
出
し
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
は
、

「
自
分
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
程
度
に

行
え
て
い
る
」
と
の
声
や
「
心
に
届
く

喜
び
が
あ
る
」
と
い
う
活
動
者
の
声
も

聞
け
た
。

　

ほ
か
に
は
、「
利
用
者
と
顔
見
知
り

だ
と
チ
ケ
ッ
ト
が
受
け
取
り
に
く
い
」

「
相
手
に
対
し
て
の
範
囲
は
？
ど
こ
ま

で
が
限
度
？
や
り
過
ぎ
か
足
り
な
い

か
？
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
こ
ボ
ラ
で
は
、
ゴ
ミ
出
し
は
、

近
く
の
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
支
援
に
関
し

て
は
、
小
学
校
区
内
の
中
で
調
整
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
後
に
地
域
で
感
じ
て
い
る

困
り
ご
と
を
話
し
合
い
、
意
見
交
換
も

行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
新
し
い
加
入
も
呼
び
掛
け

な
が
ら
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
も
引
き
続

き
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
協
新
評
議
員
及
び

評
議
員
選
任
解
任
委
員

　

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、

３
月
22
日
、
理
事
の
推
薦
を
受
け
、
評

議
員
選
任
解
任
委
員
会
に
お
い
て
、
次

の
方
々
が
新
評
議
員
と
し
て
、
決
定
い

た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

評
議
員（
選
任
分
野
／
氏
名
）

町
議
会　

奥
川　
直
人

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

出
口　
　
武

町
生
活
福
祉
課
西
野　
公
啓

保
育
所

川
井　
清
美（
下
外
城
田
保
）

介
護
相
談
員
代
表
谷
口
恵
津
子

町
内
福
祉
施
設
井
上　
順
子（
宮
の
里
）

口
野　
貴
宏（
弘
樹
苑
）

身
体
障
害
者
福
祉
会
中
川　
隆
由

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
神
谷　
年
弘

玉
城
町
遺
族
会
大
北　
幸
松

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
代
表

橋
本　
京
子

健
康
し
あ
わ
せ
委
員
代
表

風
口　
千
早

教
育
委
員
会

中
西　
　
元

商
工
団
体

板
谷　
一
満（
商
工
会
）

農
業
団
体

薮　
　
　
浩（
Ｊ
Ａ
伊
勢
）

評
議
員
選
任
解
任
委
員

監　
　
事

大
西　
　
栄

事
務
局
員

見
並　

 

智
俊

外
部
委
員

奥
野　
智
文

外
部
委
員

高
井　
美
江

外
部
委
員

中
野　
典
保

高
齢
者
等
交
通
安
全
対
策
事
業
を
展
開

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
か
ら
の

委
託
を
受
け
、
今
年
度
高
齢
者
の
交
通

安
全
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
今
、
高
齢
者
が
交
通
事

故
の
被
害
者
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
加

害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
も
の
で
、
事
業

の
内
容
は
、
高
齢
者
等
の
交
通
安
全
講

習
会
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
啓
発
を
行
い
、

交
通
安
全
意
識
の
普
及
・
定
着
を
図
る

こ
と
や
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
返

納
な
ど
、
安
全
で
住
み
よ
い
高
齢
社
会

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で

外
出
機
会
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
元
気
バ

ス
の
活
用
の
促
進
、
集
い
の
場
を
提
供

し
た
り
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ

も
り
防
止
も
同
時
に
連
携
し
て
行
い
ま

す
。運

転
経
歴
証
明
書
手
続
き
に

毎
月
第
２
水
曜
日 

送
迎
バ
ス
を
運
行

　
運
転
免
許
返
納
手
続
き
を
済
ま
せ
る

と
そ
の
時
点
か
ら
自
動
車
等
の
運
転
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
毎
月
第
２
水
曜
日
伊

勢
警
察
署
で
返
納
手
続
き
が
で
き
る
専

用
の
送
迎
バ
ス
（
１
便
）
を
走
ら
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
原
則
、
本
人
申
請
（
免
許

証
を
ご
持
参
下
さ
い
）
と
な
り
、
申
請

手
数
料
（
１
，
０
０
０
円
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
手
続
き
当
日

は
移
動
手
段
と
し
て
「
元
気

バ
ス
」
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

保
健
福
祉
会
館
を
経
由
し
自

宅
近
く
の
バ
ス
停
か
ら
乗
降

い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
事

　
毎
年
、「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
」

で
あ
る
５
月
12
日
か
ら
１
週
間
を
「
活

動
強
化
週
間
」
と
定
め
、
全
国
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
玉
城
町
で
は
、
期
間
中
に
の
ぼ
り
を

立
て
て
Ｐ
Ｒ
す
る
と
伴
に
、
６
月
４
日

に
行
わ
れ
る
「
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ

り
」
の
会
場
内
で
啓
発
物
品
の
配
布
や

啓
発
ブ
ー
ス
を
設
け
周
知
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
の
会
場
内
で
は
、
民
生

委
員
に
よ
る
『
蒸
し
パ
ン
と
ス
ー
プ
』

の
振
る
舞
い
も
行
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
33
名
と
２
名

の
主
任
児
童
委
員
が
玉
城
町
で
は
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
社
会
福

祉
協
議
会
内
に
事
務
局
を
置
い
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務

が
あ
り
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

玉
城
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
事
務
局
：
玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
58
‐
６
９
１
５
）

５
月
12
日
は「
民
生
委
員・

児
童
委
員
の
日
」で
す

務
局
（
☎
58
‐
６
９
１
５
）

へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

会
館
の
喫
茶
で
の
飲
料
が

半
額
に

　
免
許
返
納
後
ど
う
し
て
も

外
出
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

母
子
寡
婦
福
祉
会
が
運
営
す

る
「
喫
茶
白
ゆ
り
」
で
は
、

運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
い

た
だ
く
と
飲
み
物
を
半
額
で

ご
利
用
い
た
だ
け
る
特
典
を

は
じ
め
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

特
典
サ
ー
ビ
ス
協
力
事
業
所
を
募
集

　
高
齢
者
等
の
運
転
免
許
証
の
返
納
者

に
サ
ー
ビ
ス
の
特
典
を
付
け
て
い
た
だ

け
る
事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お

申
し
出
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

（
☎
58
‐
６
９
１
５
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

町内をフルデマンドで走る元気バス
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桜
ま
つ
り

福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
開
催
報
告

　
ま
だ
つ
ぼ
み
の
多
い
桜
の
下
４
月
２

日
、
桜
ま
つ
り
の
会
場
内
お
城
広
場
体

育
館
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
各
福
祉
団
体
か
ら
な
る
実

行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域
福
祉

活
動
の
一
環
と
し
て
、
一
品
提
供
の
協

力
を
得
て
、
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

バ
ザ
ー
で
得
ら
れ
た
収
益
金

６
８
，８
０
０
円

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会

　
委
員
会
で
は
「
た
ま
き
人
」
の
啓
発

を
行
う
た
め
、
４
月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
玉
城
町
桜
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
「
た
ま
き
人
宣

言
」
を
呼
び
掛
け
、
玉
城
の
好
き
な
所

や
自
分
の
得
意
な
こ
と
、
自
分
の
し
て

い
き
た
い
こ
と
な
ど
を
宣
言
し
て
も
ら

い
、
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
桜
ま
つ
り
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

の
方
ま
で
多
く
の
方
が
集
ま
り
、
に
ぎ

わ
う
中
で
、
61
名
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
宣
言
に
は
、
地
元
が
好
き
で
週
１
回

は
帰
省
す
る
若
い
方
の
玉
城
に
対
す
る

愛
着
溢
れ
る
宣
言
や
子
ど
も
た
ち
が
い

ま
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が

好
き
だ
と
頼
も
し
く
宣
言
し
て
く
れ
る

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
宣
言
が
聞
か
れ
、
そ

ん
な
よ
い
町
玉
城
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
宣
言
す
る
人
も
見
え
ま
し
た
。

　
『
た
ま
き
人
』
か
ら
、
色
々
な
取
り

組
み
や
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

赤
十
字
の
活
動
資
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

　
玉
城
町
分
区
で
も
、
募
金
運
動
と
い

う
形
で
赤
十
字
運
動
月
間
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
こ
の
寄
付
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
た
だ
ち
に
現
地
へ
と
医
療
救
護
班

や
救
援
物
資
な
ど
を
届
け
る
た
め
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
赤
十
字
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
即
座

に
、
継
続
的
に
行
う
た
め
に
は
、
皆
さ

ま
か
ら
の
寄
付
が
必
要
で
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
区
向
け
に
イ
ベ
ン
ト
用

の
テ
ン
ト
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
日
赤
交
付
事
業
に
よ
り
、

各
市
町
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
日
赤
募
金

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
区
を

対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
申
請
に
つ

い
て
は
自
治
区
区
長
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
集
ま
り
な
ど
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

　
日
本
赤
十
字
社　
三
重
県
支
部

玉
城
町
分
区　
☎
58
‐
６
９
１
５

　
今
年
も
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
な
お
、
昨
年
度
の
収
益
金
よ
り
国
内

被
災
地
へ
の
義
援
金
に
充
て
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小嶋 正雄さん
玉城町内にある

「たまきのつどい
場「協」（カナウ）
にて町内の各ボ

ランティア員にて、少し早めのクリスマス
パーティーを開催しました。係員の接待に
て参加者の老若男女？が集い、楽しく過ご
しました。来場者全員が手作りのケーキな
どに舌鼓！話やハーモニカにより歌を時を
忘れていました。このような中の一人が目
につき、数回のシャッターを！その中の１
枚です。

春
の
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル

 

活
動
報
告

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
長
期

休
暇
中
に
過
ご
す
活
動
の
場
「
は
っ

ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル
」
を
３
月
30
日
（
木
）

に
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
平
成
28
年
度
最
後
の
活
動

と
い
う
こ
と
で
楽
し
い
お
出
掛
け
を
計

画
し
ま
し
た
。
行
先
は「
Ｍ
ｉ
ｅ
Ｍ
ｕ
」

（
三
重
県
総
合
博
物
館
）
で
す
。

　
集
合
す
る
と
、
ま
ず
は
バ
ス
で
の
小

旅
行
。
車
窓
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
み
ま

す
。

　
目
的
地
に
着
く
と
、
ま
ず
大
き
な
三

重
象
の
前
で
記
念
撮
影
。

　
そ
こ
か
ら
、
思
い
思
い
に
解
散
。
早

速
お
弁
当
を
広
げ
た
り
、
館
内
を
見
学

に
行
っ
た
り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

　
同
じ
と
こ
ろ
が
気
に
入
る
と
何
回
も

そ
こ
に
足
を
運
び
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
気
に
入
る
と
何
回
も
上
が
っ
た
り
下

が
っ
た
り
。
お
天
気
も
良
か
っ
た
の
で
、

外
で
の
探
検
も
出
来
ま
し
た
。

　
見
学
が
終
わ
る
と
、
保
健
福
祉
会
館

へ
戻
り
、
今
日
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、

絵
日
記
に
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
印
象
が
形
と
な
り
、
よ

い
春
休
み
の
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
進
級
の
時
期
を
迎

え
、
次
回
成
長
し
た
顔
を
見
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。社

会
福
祉
大
会

た
ま
き
人「
し
あ
わ
せ
フ
ォ
ト
」

優
秀
作
品

　
２
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
玉
城
町
社

会
福
祉
大
会
で
は
、「
た
ま
き
人
し
あ

わ
せ
フ
ォ
ト
」
を
（
笑
顔
）
を
テ
ー
マ

に
作
品
の
募
集
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
か
ら
は
、

ど
れ
も
こ
れ
も
温
か
い
雰
囲
気
が
伝
わ

り
、
こ
ち
ら
も
つ
い
に
っ
こ
り
と
ほ
ほ

え
ん
で
し
ま
う
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
の
は
、
以
下

の
作
品
で
す
。

健康しあわせ委員会賞 大賞元気ですたまき委員会賞

中山 由香里さん　「おいし～！」とソフト
を食べている次男と白ヒゲ兄ちゃんを見て
笑う三男（三男は先にペロリ…）

田中 友香子さん　認知症サポーターの一
員として、参加している。金曜日教室「健々
教室」でのみなさんとの集まり。
楽しみ　ウキウキ　ウッフッフッ

介護職員初任者研修の受講生募集
福祉、介護現場の人材不足を改善するため、離職者、若者等を対象に介護職員初任者研修を実施します。

第1回 介護職員初任者研修受講生募集
募 集 期 間 平成29年5月1日（月）～6月1日（木）　※必着
研 修 期 間 平成29年6月22日（木）～8月31日（木）
受 講 場 所 三重県社会福祉会館（津市桜橋2-131）

応 募 要 件 三重県に住民登録している離職者で満75歳未満
の方

募 集 定 員 39名（応募者多数の場合は抽選）
受 講 料 無料（教材費は実費負担）

夏季集中講座 介護職員初任者研修受講生募集
募 集 期 間 平成29年6月2日（金）～7月6日（木）　※必着
研 修 期 間 平成29年7月24日（月）～8月31日（木）
受 講 場 所 三重県社会福祉会館（津市桜橋2-131）

応 募 要 件 三重県に住民登録している平成30年3月に卒業
予定の学生および、離職者で満75歳未満の方

募 集 定 員 39名（応募者多数の場合は抽選）
受 講 料 無料（教材費は実費負担）

申し込み・問い合わせ　三重県社会福祉協議会　三重県福祉人材センター　初任者研修担当　☎059-227-5160

バザーの様子

受付の様子展示を見学する様子

「
小
さ
な
親
切
」運
動

実
行
章
受
章

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
玉
城
町

虹
の
会
（
代
表 

松
原
十
三
生
氏
）
は
、

第
66
回
「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
伝
達

式
に
お
い
て
、
長
年
の
活
動
を
称
え
ら

れ
、
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

左から 3 番目が松原十三生氏



「元気ですたまきまつり」開催
日　時／平成29年6月4日（日）  10：00～14：00（雨天決行）
場　所／玉城町保健福祉会館
テーマ／笑顔でつながる玉城の輪

心配ごと相談（予約不要）
毎月10日、30日　13：00～15：00
玉城町保健福祉会館にて

相談員：
民生児童委員
人権擁護委員
行政相談員

ご寄附ありがとうございました （1月～3月）

阪井 昌子 様
パナソニックデバイス労働組合 伊勢支部 様
玉城町母子寡婦福祉会 喫茶白ゆり 様
元気バス募金箱

身近な
社協相談窓口ご案内

………………………………………………10,000円
………109,842円

…………………17,750円
…………………………………………129,255円

　昨年 12 月に京セラドキュメントソリューションズ㈱様より
いただいたご寄付で、災害時に活用するものを中心にリヤカー
やスコップ、移送用のおんぶひもほかを購入致しました。

あなたもちょこっとボランティア!
（当日会場内で収集いたします。お持
ちください。）
・未使用、書き損じハガキ
・古切手、ベルマーク
・ペットボトルのふた（洗ったもの）

　２月に㈶吉田福祉基金様より、通所介護に使
用するリクライニング式車椅子を寄贈いただき
ました。

あいさつ強化デー
（毎月第３火曜日）

家庭・地域・学校・職場
いつでも・どこでも・だれとでも
あいさつの輪を広げていきましょう。

平成29年度社協会費にご理解をお願いいたします
～ 社協会員となって間接的に福祉のまちづくりへご参加ください ～

　社協が取り組む地域福祉活動には、高齢者・障がい児者支援・ボランティア支援などの活動があ
ります。その活動を支える貴重な運営資金のひとつが、皆さまからいただく「会費」となっています。
主に小中学校で行う福祉の取り組み支援を行っている「福祉協力校の活動費」に充てられています。
安定した財源確保のため、福祉活動にご理解ご
協力いただきますようお願い申し上げます。
　会費の受付は、社協窓口にて行っております。
なお、会員になられた方には、車イスの無料貸
出や福祉に関する情報提供を行っています。

会員の区分（年額）
個人会員 会費１口 300円
団体会員（福祉施設及び団体、企業等） 会費１口 5,000円
賛助会員（一定額以上の会費納入者） 会費１口 10,000円

　今年も、福祉のイベントとして、地域の方々に楽し
くまた身近に福祉、ボランティアの大切さを感じてい
ただくことを目的に開催します。
　健康チェックコーナー（役場生活福祉課）、福祉施設
の紹介、ボランティアの活動啓発、商工会など団体が
参加し、地域でのさまざまな活動を PR します。地域の
つながりを体験ください。
　スタンプラリーやチャリティービンゴも行います。

　6
ム

月 4
シ

日にちなんで、「蒸しパン」をふるまいます。
　どうぞ、ご参加ください。

昨
年
の
様
子


